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　柏中学校では、「性について考え、豊かな生き方を探究する」というテーマの下、性に関わる様々な課題の正しい知識と
理解を促し、生命や多様性の尊重を大切にした「性教育」の取組を実践している。主に総合的な学習の時間を通して、調
査研究活動を取り入れた課題解決学習として取組を進め、より探究的で協働的な学習を目指している。

①柏中学校の取組

②推進事業としての活動内容

③先生方の実態

[課題１]
　多様な性を窓口に人間尊重の意識を高める研究の推進

札幌市立柏中学校実践報告書

　11月10日（月）15時より、本校体育館において、宝塚大学看護学部教授の日高庸晴氏による「LGBTQ+の現状」と題し
て、講演会を実施した。子どもだけではなく、大人も学ぶことを目的に、本校の保護者、パートナー校の小学校の教職員
や保護者など、多くの参加者とともに開催することができた。

　11月の講演会に向けて、先生方に「セクシャルマイノリティ」について事前アンケートを実施。LGBTQ+の生徒と実際に関
わった経験があるかとの設問には、６割強の先生が「ある」と答えている。またカミングアウトされた経験のある先生は３
割ほどおり、「セクシャルマイノリティ」について、生徒がより認識を深めるべきと考える先生方が９割強であった。まさに学
校現場では、自分らしさを安心して表現できる環境をつくることや異なる価値観をもつ互いを尊重し合う雰囲気をつくるこ
とが求められている。
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・「セクシャルマイノリティ」の方が、いじ
めを受けたり、自殺をする割合が高い
という実態に改めて真摯に取り組んで
いかねばならないと感じた。
・生徒がカミングアウトしたいと意志を
示した時の教員の体制づくりや手だて
をしっかりしておく必要がある。
・教員として、どのような姿勢で接する
べきかを学んだ。
　以上が、アンケートより先生方の成
果としてあがっていた点である。
講演会を実施して、先生方にとって新
たな気付きや学びがあり、これからの
生徒と向き合う際の心構えができた。

④成果 ⑤課題

・自分らしさを表現できる環境をつくるため、
また、異なる価値観を持つ互いを尊重し合う
雰囲気を醸成する必要性があること。
・そのためにも、教師や保護者、身近な大人
たちが性の多様性について正しく理解し、性
の多様性に寛容な態度を身に付けることが
必要である。

⑥今後の取組の方向性

・様々な研修を通して、教職員の意識
の向上を図っていく。
・本校の進める性教育の学習も、生徒
の現状を踏まえつつ、包括的に人間
尊重の教育が推進できるよう活動内
容についてもブラッシュアップしていき
たい。
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＜講演会事後アンケートより＞
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⑦参考資料

7月26日〜27日に開催され
た「第53回全国性教育研究
大会」の冊子

全国性教育研究大会要項に
掲載された本校の性教育の
取組

性教育の各学年の活動指
導内容

11月10日の講演会に向け
て、本校の教職員にとった
事前アンケートの結果
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